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1. 背景と目的 

近年，IT 人材の不足が指摘されており，高度

IT 人材の育成が求められている[1]．このニーズ

に応える実践的な教育手法として，ソフトウェ

ア開発を伴う PBL(Project Based Learning)が注

目されている[2]．PBL において，学生が作業の

進捗状況や問題点などを情報共有することは，

教員が適切な指示・指導をするために重要であ

る[3]．PBLでは，情報共有の手段の1つとして，

コミュニケーションツールを利用することが多

い[4]．しかし，コミュニケーションツール上で

のやり取りは，更新頻度が高く，未読のままメ

ッセージが蓄積しやすい[5]．全てのメッセージ

に教員が目を通し，会話内容をリアルタイムに

把握するためには時間や労力がかかる．その結

果，教員が興味・関心のあるメッセージであっ

ても見逃すことがあり，適切な指示・指導をす

るための障壁となる． 

本研究の目的は，ソフトウェア開発 PBL で利用

するコミュニケーションツール上での会話内容

の把握を支援することである．目的を達成する

ために，ソフトウェア開発 PBL で利用するコミュ

ニケーションツール上での話題の流行を分析し，

分析結果に基づいて，話題を可視化するシステ

ムの開発を目指す． 

2. 関連研究と課題 

コミュニケーションツールのログ情報を可視化

する研究として，日戸らの研究がある[6]．日戸

らは PBL のプロセスを評価するため，コミュニケ

ーションツール上でのメッセージ数の推移を分

析・可視化した．その結果，メッセージ数の増

加・減少のタイミングやチームごとの特徴が顕

著に現れるタイミングの可視化に成功した．し

かし，この関連研究では，メッセージ数の推移

は可視化されているが，話題などのメッセージ

の内容には着目していない． 

短文のメッセージがやり取りされる Twitter 

において，メッセージ内容の把握を支援するト

レンド機能がある．これは，Twitter 上で盛り上 

 

 

 

がっている最新の話題をランキング化して可視

化するものである．しかし，このトレンド機能

は今まさに注目されている話題のみを対象にす

るため，過去の話題は可視化の対象外であり話

題の遷移は把握できない． 

3. 解決アプローチ 

ソフトウェア開発を伴う PBL には，様々なイベ

ントや開発工程が存在する．イベントや開発工

程に関する内容はコミュニケーションツール上

でもやり取りすることが多いため，プロジェク

トの進行に伴って，話題となる特徴的な単語が

変化すると考えられる．話題になる単語には包

含関係，同値関係，または並列関係にあるなど

関連性のある単語が複数あり，関連語は特徴語

を補足する単語になる可能性がある．そこで，

一定期間ごとのメッセージに対する特徴語とそ

の関連語を分析する．分析した語群を PBL のイベ

ントや開発工程と照らし合わせて時系列順に分

析することで話題がどのように変化するかを明

らかにする．分析結果に基づいて，話題を時系

列で可視化するシステムを開発する． 

4. 実験 

PBL で利用するコミュニケーションツール上で

の会話内容を分析し，話題がプロジェクトの進

行に伴ってどのように変化しているかを明らか

にするため，実験を実施する． 

4.1 実験対象 

実験は，公立はこだて未来大学の 3年次必修の

PBL 演習科目「システム情報科学実習」のプロジ

ェクト Aを対象とする． 

プロジェクト Aは 2020年 5月 20日に活動を開

始してから，アイデア検討やフィールドワーク

などを通して開発アプリの要件定義を行い，7 月

17 日に中間発表会を実施し，10 月から実装を開

始している．中間発表会ではポスターやスライ

ドを用いて発表するため，事前準備としてポス

ターやスライドの作成・レビューなどを行う． 

プロジェクト Aは，コミュニケーションツール

として Slack を導入している．Slack は，ビジネ

スチャットツールの 1種で，チャンネルと呼ばれ

る小さいグループを目的別に複数作成すること

で円滑なコミュニケーションが可能なツールと
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なっている．実験では，34 個あるチャンネルの

中から，プロジェクト全体に関する話題を抽出

するために，agendaチャンネルとgeneralチャン

ネルの2つを対象とした．agendaチャンネルは授

業時間のアジェンダを共有し，general チャンネ

ルはプロジェクトに関する全体連絡を行う．実

験期間は，プロジェクト Aが活動を開始した2020

年 5月 20日から 11月 9日までとする． 

4.2 実験手順 

実験は，以下の手順で実施する． 

(1) Slack API から対象メッセージを取得 

(2) 取得したメッセージを投稿日ごとに分類 

(3）形態素解析によって名詞を抽出 

(4）(3)で抽出した名詞に対して，tf-idf 値を 

算出して，特徴的な単語を算出  

(5）(3)で抽出した名詞に対して，Jaccard係数 

を算出して，単語間の関連度を算出 

4.3 実験結果と考察 

話題がプロジェクトの進行に伴ってどのよう

に変化しているかを分析するため，4.2 節（3）

で抽出した名詞の中から，イベントや開発工程

に特に関係が深いと考えられる単語に注目する．

注目単語に対して agenda チャンネルで算出した

tf-idf 値の推移を図 1 に示す．各単語で tf-idf

値が高い値となっている時期を見ると，「アイ

デア」「フィールド」はプロジェクト初期，

「ポスター」「レビュー」「中間発表」は中間

発表会準備期間，「開発」「スクラム」は実装

開始後となり，実際のプロジェクトの活動スケ

ジュールと一致する結果となった。このことか

ら，プロジェクトの進行に伴ってイベントや開

発工程ごとに特徴的な単語が推移していること

が明らかになった． 

 
図 1. 注目単語に対する tf-idf 値の推移 

agendaチャンネルとgeneralチャンネルにおい

て「中間発表」という単語に対して算出した

Jaccard 係数の値と単語ペアを表 1 に示す．ペア

になっている単語を見ると，「ポスター」「ス

ライド」などのように中間発表会で必要となる

成果物や，「質疑応答」「前半」「後半」など

のように中間発表会当日のタイムスケジュール

に関する単語に対して Jaccard係数が高くなった．

このことから，実際の活動内容に沿った単語が

共起しており，関連語が特徴語を補足すること

が明らかになった． 

表 1. 「中間発表」に対する Jaccard 係数 

 
5. 話題把握のための可視化システム 

 可視化システムは Slack API を用いて Slack上

のメッセージを取得し，話題を可視化して提示

する Webシステムとして実装する．可視化システ

ムは，話題を時系列で可視化し，可視化された

話題から関連するメッセージの検索を可能にす

る．実装後には，教員や学生へのアンケート等

を用いて開発システムの有用性を評価する． 

6. まとめ 

本研究では，ソフトウェア開発 PBL で利用する

コミュニケーションツール上での会話内容の把

握支援を目的とし，話題の流行分析と話題の可

視化システムの開発を目標とした．実験では，

プロジェクトの進行に伴ってイベントや開発工

程ごとに特徴的な単語が推移していることを明

らかにした．今後は，話題の可視化システムを

実装し，有用性を評価する． 
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Jaccard係数
中間発表 後半 0.83
中間発表 前半 0.71
中間発表 質疑応答 0.55
中間発表 担当 0.45
中間発表 ポスター 0.44
中間発表 スライド 0.30
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